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北大文学部紀要 44-2 (1995) 

フランス七月王政期の労働者生産協同組合運動

赤司道和

序章

フランスにおける労働者生産協同組合運動は， 1848年の二月革命を画期と

して第二共和政期に急激な発展を見せる。周知のようにこの時期のパリの労

働運動に関しては，すでにR.ゴセーズ Gossezが膨大な史料に基づき極めて

実証的な研究成果を公表している。まずゴセーズが明らかにしたところを本

稿に関連する限りで簡単にまとめ，そのうえで本稿の課題に言及したい。

1848年の革命後に労働者の団結権が承認されるや，パリではまさに大衆的
コJレポラシオン

規模で職能別の労働者組織 (corporation)の形成が進展すると同時に，さま

ざまな職能で生産協同組合の形成が試みられた。なかでももっとも大規模な

ものは紳士服仕立工の協同組合であった。「紳士服仕立工友愛協会 Societe

Fraternelle des Ouvriers TailleursJは国民軍と遊撃隊の制服11万着以上の

製造をパリ市と政府から請け負い，クリーシーの刑務所跡に協同作業所を開

設した。作業所では一日 800~1.600 人が作業に従事したが，報酬の 2%は次

の協同生産のために資本として蓄積された。こうした職能個々の協同組合の

形成が進行する一方で、，職能別組織の中央組織である「セーヌ県労働者中央

委員会」は 6月に職能別生産協同組合の統合と，これに市場を確保するため

に首都の労働者を新たに地区ごとに組織化することを目的とする「連合コル

ポラシオン協会 Societ邑desCorporations ReuniesJの規約を公表した(九

(1) Remi Gossez， Les Ouvriers de Pariι1， L 'Organisation 1848-1851， Roche-sur-

Y on， 1967， p.292 et passim; Andre Cochut， Les Associations Ouvrieres. Histoire et 

Theorie des tentativιs de reorganisation industrielle oterees d，ψuis la Revolution de 

1 



北大文学部紀要

職場に基盤をおく職能別生産協同組合と地区に基盤をおく一種の消費協同組

合のこの連合体は，失業労働者のための国民作業所(アトリエ・ナシオナル

Atelier N ational)の解散をきっかけとする六月蜂起の弾圧のなかで解体し

た。しかしゴセーズによれば「生産協同組合にたいする信頼は労働者の聞に

全般的に浸透しJ，1848年の 10月から 1851年 12月のクーデタまでの聞に全

国で1，000近くの協同組合が次々と誕生し，クーデタ前夜のパリには職能別

組合の組織する協同組合が70ほど存在していたという(九二月革命以降，フ

ランスの労働者は労働条件・生活条件の改善，あるいは労働者の解放そのも

のを実現する手段として労働者生産協同組合に全幅の信頼をおいていたと

いってよいだろう。

二月革命期の民衆運動に関してわが国では，昨年喜安朗氏が『夢と反乱の

フォーブール 1848 年ノf リの民衆運動~(3) を上梓された。ここで本稿に関連す

る問題点に触れたい。喜安氏は同書のあとがきで，二月革命期の民衆運動を

検討する際の基本的な視角について，-一般的には，フランスに特徴的な工業

化や社会経済的な「発展」の特質に由来する社会階層，特に民衆層の特徴的

なあり方から説明されることにまずなるのである。しかし，これはともする

とあらかじめ検討された「発展」の枠組みのなかに民衆運動をはめこむとい

うことになって，民衆運動は味もそっけもないものになってしまうのであ

る。」とされたうえで，民衆運動において氏が関心をかきてられる点は，民衆

の「社会的結合関係や文化」と「生活次元の政治」であり，この検討のため

に「経済的枠組みは設定しなかった。もっと微視的なところからはいっていっ

て直接に問題に接近しようとした。」と述べられている(九このような視角の

1848， Paris， 1851， pp.34-36. 

(2) R. Gossez，“Associacions ouvri色resdites de {l848} : echec ou reussite?"， Revue 

de l'economie soα"ale， janvier-mars et avril判in1985， p.10.この論考はおもに上記の

同氏著作のなかの生産協同組合に関する部分をまとめなおしたもので，脚注はない。

(3) 1994年，山川出版

(4) 前掲書， 321-322頁
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もとに氏は人と人とのさまざまな紳=社会的結合関係を解き明かし，民衆の

「夢」や「希望」が託された「アソシアシオン」の多様な様相を描き出してい

る。そのなかで筆者にとってひとつ気になる点は，官頭で触れた「連合コル

ポラシオン協会」についての叙述である。たとえば氏は「いたるところで民

主的であると同時に社会的な共和国ということばが発せられている。しかも

人びとはすでに国家に依存しない自立的なアソシアシオンの構想力に希望を

託していたのである}5)とされている。「連合コノレポラシオン協会」は前述の

通り，労働者による職能別生産協同組合を統合した上で，これに市場を確保

するために生産者である労働者を消費者として地区別に編成しようとしたも

のである。これは国家の援助なしに，雇用主のもとから離れて労働者のみで

新しい労働=生産のあり方を実現しよとする試みである。このような試みは，

既存の「経済的枠組み」を根底から変革しようとする強固な意志に基づくも

のである。彼らの「希望」を実際の運動として実現させるのは「夢」ではな

くこの意志であろう。ところでこの意志とは，既存の社会に対する批判とこ

れに基づく社会改革の理念を内実とするのではないか。日常的な枠組みを突

き破ろうとする運動を理解するためには，運動主体の意識・理念一一ひと言

で思想、といってもいいーーの解明はやはり重要なことではないのか。「経済的

枠組み」を問題にしないということは，この思想的枠組みも問題にしないと

いうことにもなる。これで彼らのくこころざし〉に接近することができるの

だろうか。

本稿で対象とするアソシアシオン(労働者生産協同組合)の検討のさいに

は，この点に関する分析，つまり運動主体の意識・理念という古典的テーマ

が核心のひとつに据えられる。また，労働者生産協同組合が既存の「経済的

枠組み」の変革を目指すものである限り，その枠組みの提示も不可欠であろ

う。以下ではまず，本稿の対象とする協同組合運動の担い手はいかなる範曙

の労働者であるかという点に簡単に触れたうえで，七月王政期の労働者生産

協同組合運動にかんする研究史を振り返り，本稿で明らかにしたいと考えて

(5) 前掲書， 174頁
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いる問題に言及したい。

検討の対象となるのは 19世紀前半のいわゆる産業革命期であるが、この時

期のフランスの労働運動の主な担い手は機械制工業の労働者ではなく，手工

業労働者である。筆者は前稿「手工業労働者のストライキ運動一一七月王政

期のパリの紳士服仕立工の事例一一}6)において，パリとリヨンの手工業労働

者，パリではとくに紳士服仕立工・活版印刷工・建築労働者などが運動の中

心的役割を果たしていた，と指摘した。機械制工業の発展はイギリスに比較

しはるかに緩慢である一方，パリの日常消費財・者修品生産部門，リヨンの

絹織物などの伝統的手工業は国内市場の拡大とともにその生産規模も拡大

し，また高級品生産はフランスの輸出工業製品の主要部門ともなった。これ

らの手工業都市が1830年の七月革命以降，プランスの労働運動の主要な舞台

であった(九以上の点を前提に七月王政期のパリの労働者生産協同組合運動

に関して，まずこの分野の簡単な研究史の整理と，いかなる視点でこの問題

を扱うかという点に触れたい。

研究史の整理としたが，その蓄積は貧困である。これは 19世紀前半のパリ

の労働運動史研究そのものが史料上の制約からなかなか進展しないという理

由による(8)。今世紀初めにまとめられた JeanGaumontのHistoiregenerale 

de la Cooperation en France， 2vols.， Paris， 1924は未だに基礎的文献であ

る。近年で19世紀前半に関するものとしては，上記のゴセーズのほかにこの

領域に関する研究は極めて限られている。ここではまず最近の成果として

(6) ~北海道大学文学部紀要~ 42-3 (1994年3月)

(7) 工場制度の発展の遅れ，手工業の発展とその生産構造の変化など 19世紀フランスの

資本主義の特質と労働運動の発展の関係については，以下の論考がその基本的問題点

の整理をおこなっている。 WilliamH. Sewell， Jr.，“Artisans， Factory W orkers， and 

the Formation of the French Working Class， 1789-1848"， In Working.Class Forma. 

tion. Nineteenth.Century Patterns in Western Europe and the Unites Staites， 1. 

Katznelson & A. R. Zolberg (edit.)， New J巴rsey，1986. 

(8) 公安関係の史料はパリ・コミューンの大火のさいにほとんど焼失してしまったため

である。この時期のパリ労働運動史研究に関する史料の蒐集と整理については，拙稿

「七月王政期のく労働者文化〉の一断面J ~史苑~ 124号 (1980年3月)の序文を参照。

4 



フランス七月王政期の労働者生産協同組合運動

G.ドゥラーブル DelabreとJ.-M.ゴーティエ Gautier共同の論考を取り

上げる。彼らは 19世紀前半の労働者アソシアシオン(ここまでは多様な内容

を持つこの用語を定義しないで使用してきた。以下ではおもに生産協同組合

という意味に用いる)の形成について次のように指摘している。つまり，七

月王政期にはサンニシモン派は労働者に直接の影響はなく，またビュツシェ派

やフーリエ派の宣伝は活発だが， 1848年以前には労働者の生産協同組合は数

例が散見できるだけである。さらにアソシアシオン運動の発展は 1848年以降

のことで，二月革命期の運動にはルイ=プランとビュツシェの影響が競合して

いる，と(9)。この論考は，労働者生産協同組合を当該時代の社会主義思想との

直接の関係のなかで検討するという従来からの分析視角を踏襲したものであ

る。確かにフランスでは七月王政期に多様な社会主義思想、が開花し，まさに

百花練乱であった。しかしそれらの直接の影響のもとで形成された生産協同

組合は少ない。ビュツシェ派の指物工・宝石工などの例が「散見」できるだ

げである(川。本稿はこのような協同組合を分析の対象とするものではない。

数が少ないからではない。労働者生産協同組合は生産手段の共有に基づき資

本=賃労働関係を廃止するという意味で社会主義的であるが，それでは七月王

政期から第二共和政期にかけての労働者生産協同組合の生成と発展は，特定

の社会主義思想の直接の影響のもとになされたのであろうか。以下のふたつ

の引用は，この点に関する同時代人の証言である。前者は前述のクリーシー

の協同作業所の指導者であった仕立工ベラール Berardの発言に関する記事

であり，後者は1851年に二月革命以来の労働者生産協同組合の歴史を著した

共和主義者A.コシュ Cochutの著作の一節である。

(9) G. Delabre et J. -M. Gautier，“Le socialisme associationniste pratiqu邑巴tla 

Revolution de 1848"， In Revue de l'economie soc似た， avril-juin 1985， p.9 et passim. 

(10) Henri Desroche， Solidarites Ouvrieres， 1， Societaires et Compagnons dans les 

ωsoαations cooPerativesβ831-1900)， Paris， 1981， pp.19-25.など。

19世紀の文献としてはL.-R. Villerme (m己decin)， Des Associations Ouvrieres， 

Paris， 1849; P. Huber此t

et占 l'，マ切.etr列ra匂ロ捌nger，Paris， 1884.が貴重である。
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「クリーシーの協同組合はルイ=プラン氏の指導によって組織されたもの

ではない。このような組合はすでに数年前にさかのぼるのであり，この仕

事場でのルイ=プラン氏の影響はごく間接的なものでしかないといえるだ

ろう， と市民ベラーlレは述べた。}11)

「ここで触れられる社会運動は長い間に準備され，二月の革命によって決

定づけられたものである。それは今日を特徴づけるもっとも重要な事実の

ひとつである……

現存する労働者のアソシアシオンは，既知の形式からでたものではなく，

それぞれが個々に自由に発展したものであり，それぞれの規約はその時々

の経験を生かして，各々の職能の必要性に適合させたものである…

この混乱の時期にひとつの思想というより心情が生まれた。アソシアシ

オンへの信仰である。公式に人々が賛同したなどというものではない。す

べての潮流が受け入れたひとつの原則が討議を越えて天空に舞ったのであ

る。それはあらゆる改革の骨子であった。}12)

ベラ-}レの発言の主旨は以下のようなものである。クリーシーの協同生産

は，二月革命後の臨時政府の閣僚となったlレイ=プランが自らの「労働の組織」

論を実行に移すために仕立工を指導して形成されたという風評を否定して，

この組合は過去数年間の自分たちの実践に基づくものであるとする。コシュ

の主張も同様のものといってよい。二月革命後の第二共和政期に形成された

多数の生産協同組合は，特定の思想の公式に依拠するのではなく，それぞれ

の職能の労働者の経験と必要性に基づくものであるとしている。コシュのこ

の発言は基本的な問題点、を示していると考える。問題とは，-そのときどきの

経験」あるいは「各々の職能の必要'性」とは何かである。この点に注目した

ω 1848年4月28日に開催された C1ubde l'Unite democratiqu巴の会議でのベラール
の発言。 LePeuple constituant， 30 avril 1848. (F. R.ラムネ Lamennaisなどが二月

革命直後に創刊した新聞)

(12) Andre Cochut， op. cit.， pp.iii et 15. 
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い。本稿では二月革命に先立つ七月王政期において，この時期の労働運動の

中心的役割を担った紳士服仕立工や印刷工などによって実行に移され，ある

いは立案された生産協同組合と，王政末期に結成された職能別生産協同組合

の連合体の理念と組織形態を検討する。その際以下の点に留意したい。第ー

に，生産協同組合の理念が労働者のなかでいかにして形成され，これが浸透

していったかという問題を扱うにあたって，ストライキなど労働者の運動の

展開，およびその時期の政治的社会的状況との関連に注意する。労働者の協

同生産の理念は特定の思想を学ぶことによって一挙に開花するのではなく，

実際の運動の過程で徐々に具体的なイメージを獲得し，そのうえで労働者の

生存条件の根本的改善のためにはこの理念の実現乙そが必要で、あると考える

にいたるからである。第二に，労働者の生存条件の改善，あるいは労働者の

解放そのものを希求するさい，彼らがこの理念の実現が不可欠でり，またそ

の実現は可能であると考えたのは何を根拠にするのか。これらの点を労働者

の社会認識のあり方に即して検討したい。この問題はフランス革命期の民衆

運動と二月革命期の労働者の運動を比較検討するさいの前提ともなる。サン

=キュロットは小生産者個々の再建・自立を要求した。一方その息子や孫たち

は個の自立的生産ではなく，協同生産に向かった。両者の目指すところには，

基本的な相違がある。この比較検討に不可欠な 19世紀前半の「手工業職人」

の社会意識・社会改革の理念については，これまで十分な検討がなされたと

はいいがたいのである。第三に，社会主義及び共和主義と労働者の運動との

関係に触れたい。社会主義思、想についてはこれを労働者がいかにして受容し

たかという点である。共和主義との関係については注目すべき研究がある。

七月王政期から第二共和政期にかけてのパリの労働者の生産協同組合につい

て簡明な論考を著した B.H.モス Mossは，共和派が労働者の協同組合運動

の推進に強く関わったとしている(問。この指摘は協同組合の実際の形成過程

と共和派の宣伝活動に関する具体的な分析に基づきなされたものではない

(13) Bernard H. Moss，“Parisian Producers' Associations (1830-51): The Socialism of 

skilled WorkersぺInRevolution and Reaction， Roger Price (edit.)， London， 1975， 
pp.75-6. 
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が，筆者は今回の拙稿をまとめるにあたり，七月王政期の共和主義者は生産

協同組合という社会主義的な運動たいして，これまで考えられてきたよりも

はるかに積極的な影響力を及ぼしたのではないかという印象を受けた。この

点に関する検討も試みたい。

なお使用する史料はおもに，協同組合の規約，労働者や政治結社によって

発行された小冊子と新聞，および同時代人の著作などである。

第一章 七月王政初期の生産協同組合

1 ストライキと協同生産

フランスの労働運動史上，職能集団が主体となった生産協同組合の形成は，

これまでに確認されている限りでは， 1833年にパリの仕立工が結成したアト

リエ・ナシオナル (AtelierN ational，国民作業所)が最初であり，この協同

組合は以後フランスの労働者の運動に重要な影響を与えることになる。とこ

ろで七月王政期を通じてストライキがもっとも多発した時期はこの 1833年

と1840年で，両年とも不況が沈静化し好況に転じた年であった。 J.-P.アゲ

Aguetによると， 1833年の秋以降，仕立工・製靴工・大工・宝石工・パン焼

き工など20職種以上の労働者が賃金の引き上げなどを要求してストライキ

にはいり，七月王政は誕生以来初めての深刻な社会的危機にみまわれた(九な

かでも仕立工のストライキは，その動員数・継続期間・組織力においてもっ

とも強力なものの一つであった。アトリエ・ナシオナルはこのストライキ運

動の渦中で結成された。以下ではまず仕立工の協同生産と彼らのストライキ

との関連，またこの協同生産がパリのストライキ運動にどのような影響を与

えたかという点について整理したい。仕立工のストライキについては前出拙

稿「手工業労働者のストライキ運動」で詳しい分析を加え，アトリエ・ナシ

オナルについても若干言及した。その概要を振り返る。

(1) Jean.Pi巴rreAguet， Les Greves sous la Monarchie de Juillet. 1830-1847， Geneve， 

1954， p.119-124 
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フランス七月王政期の労働者生産協同組合運動

1833年のストライキは賃金の引き上げを目的に 10月上旬に始まり，300名

弱の逮捕者を出して， 11月下旬に終息した。このストライキは高度に組織化

されたものであった。ストライキの「指導委員会」は要求を拒否した経営者

の仕事場を「立入禁止」とし，厳重な監視体制のもとに経営者から長期間労

働力を奪った。これを支えたのが「パリ仕立工博愛協会 Societe phi1anth-

ropique des ouvriers tailleurs de ParisJである。この組織は 1831年に相互

扶助組合として結成されたが，翌年には共和主義結社である「人権協会

Societe des Droits de l'HommeJと同じ形態の組織に再編成され，さらに

33年の9月には他の2つの相互扶助組合を統合した。ストライキの維持のた

めのには，以下の 3つの方策がとられた。第ーはすでに触れた「立入禁止」

の措置とその監視体制である。第二は，ストライキ中の労働者の食料保証で

ある。このために委員会は居酒屋と契約を結び，ここで通用する食券をスト

ライキ中の労働者に配布した。第三がここで問題となる協同作業所(アトリ

エ・ナシオナル)の建設である。資本金は「博愛協会」の資金の一部と 5%

の利子付き株券の発行によってまかなわれた。作業所は職場を放棄した労働

者に仕事を確保するために組織されたものだが，その開設に当たり仕立工は

次のような記事を共和派の有力新聞である『トリビュンヌ Tribune~ 紙に掲

載した。

「我々の普遍的な仕事場 ateliergεneralは今日サン・トノレ通り 99番地

に開設された。ここではプロレクリアの解放を望むすべての市民の注文を

受け入れる。皆様，われわれに手をさしのべてください。そうなれば我々

の豊かなフ、ルジョワたちは労働者がいなかったなら何もできないのだとい

うことがまもなくわかるでしょう。J(2)

「プロレタリアの解放」という用語(ここではマルクス主義の用語ではない)

(2) La Tribune Politique et Literature， 5 novembr巴1833:(当紙は労働問題に多くの紙
面をさき，また労働者の投稿記事を多数掲載している)
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を毘い，このために藤用主を排除し協同生産を毘始するというこの宣言は，

多数の職織の大規模なストライギ干の拡大によって労懐の対立が先鱗北し社会

的緊接が高まるなかで発せられたものである。この反響は大きかった。まず、

共和三主義者がこの仕立工の運動を取り上げ，その意義を強制した。以下はfト

リピュンヌ」紙の議評であるo

「仕立二日ま他の職能の労{勤者とは別の道を歩き始めた。披ら くことを

認否しただけでなく，雇用主なしでやっていく方法を考えた……これは労

よる最初の労磁の解放である O}3)

仕立コニの協関枠議所は，ストライゴ干の務中にある保の労f勤者の運動の展識

に根本的な影響を与えた。製乾二ζ・詩子製議工・語翻エなどがf士立工に続い

て議需生産の組織先に革審手したのである{410 この新た つ

いて『トリピュンヌs紙はさらに次のように論じている。

「労働者のアソシアシオンは，ヨーロッパにおける新たな議業組織であ

る。いくつかの職能の労働者はその本能によって藍援望的に到漉する

さを発見した。それは単なる抵抗から行動に移ること，つまり労鰭獲が自ら

の手に資本そ所有することである。J紛

共和主義者は「アトリエ・ナシオナlレJについて，これは「労畿の解放J

を実現ずる新たな生産経織であるとしたが，イ土立工自身も「労鱒者が自らの

手に資本を?許容しJ，r藤用主なしでやっていく jというこの新たなf士事場に，

な意味付げをした。以下は裁判の際の原告倒(経営者)弁護人の醸述で

ある。

(3) La Tribune， 7 nov記mbre1833. 

(4) La Tribune， 18 nov日mbre1833. 

(5) La Tribune， 7 novembr告 1833.
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フランス七月王政期の労働者生産協同組合運動

「彼らは次のように叫んだ。すべての用意ができた。民衆の勝利の時がきた。

もう雇用者はなくなるだろう。これからはただアソシアシオンというメカ

ニズムの下で，互いに平等な人間の聞で服を作るのだと。もう立ち止まり

はしない，まもなく人聞が人聞により搾取されることはなくなるだろうと

彼らは明言した。}6)

以上で引用した史料は前出拙稿でも触れた。 1833年の仕立工のストライキ

は，賃金引き上げを要求して始まったものである。しかしこの運動は労使の

対立が強まるなかで，労働者の解放のために生産手段の共有と平等の原則の

もとで協同生産を実現するという新たな運動体を生み出し，さらにこの労働

者生産協同組合の形成は，ストライキ中の他の労働者にも拡大した。ここに

は飛躍がある。賃金引き上げなど個別の労働条件の改善を求める運動から，

既存の生産関係そのものを問題とする新たな運動の展開である。仕立工のア

トリエ・ナシオナルがその指針となった。それでは労働者による協同生産と

いう理念は，いかなる経緯で提起されていたのか。またアトリエ・ナシオナ

lレという名称は何に由来するのか。次にこの問題を 1830年の七月革命から

1833年のストライキにいたる期間の政治的社会的状況との関連の下に考え

てみたい。そのうえで仕立工の影響のもとに印刷工や製靴工によって試みら

れた協同組合に触れ，七月王政初期の労働者生産協同組合の展開について整

理したい。

2 労働者生産協同組合の萌芽

まず協同作業所の名称に触れる。 1831年の 8月に 2人の共和主義者が失

業中の労働者のために大規模な作業所の開設に着手した。彼らは 1株600フ

ランの株を6，000株発行し，市民に協力を呼びかけた。パリは手工業部門の

者修品と日常消費財の生産が支配的な工業都市であるが，作業所では多様な

(6) Gazetfe des Tribunaux， 2-3 decembre 1833. (当紙には詳細な裁判記録が掲載され，

証言はそのままのかたちで再現されている)
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職謹む労努義者8，000人の雇用ぎを予定し， 8月下匂から生産を開始すること

になっていた。これがアトリエ・ナシオナル AtelierN ationalと呼ばれて

いた(7)。この呼祢には当時の労働者の強い社会的額望が込められているとい

える。ここには七月革命j辻野，後らが公権力に強く要望Lた賃金と

定という問題が端的に現れているのである。それはまた1833年のストライ

キ運動の担本的繋閣でもあった。以下ではまずこの点について簡単に数れ

る。

融維工業労鱒者の生存条件に関する詳揺な調査を17った医諦L ヴイレル

メ Vi11ermeが「労働者にとっての護強な問題は，高い賃金の獲得以前にまず

安定した賃金を得るという点にあった}鈴と指構しているとおり，労機条件

と雇用の裁量権が一方的に藤用者慌に挙課されているさき時にあって，労機者

にとっての死活詞題は賃金の額とともに縫用の護保にあった。とくに者移品

と日常摺撃を財生産が主力産業であるパリでは，この問題は深刻だった。数年

議の周期的な不法とともに季部的な祭気変動によって夏と1持に冬に大きく生

産が芸撃ち込み，この関職期の関，労働者は賞金引き下げと大震解雇にみまわ

れるのである。

共和派の手によるアトリエ・ナシオンノレの開設が許騒さされた 1831年は，

気抵速のさなかにあった。 1827年に始まった不況は 1830年の七月革命後も

継続し，景気の臨覆がみられたのはようやく 1832年になってからである O こ

の間に多くの織機で賃金の引き下ぜと解雇が行われた〈九不況の継続するな

か，労機条件の改穫に関してうせ働者は新政府に大診な期待と償額をよせてい

(7) Les souscriptions p品triotiques 母tL'Atelier Naional， 1831， Bibliotheque 

National日， Lb51 809 (以下では B.N.と略す)， Grande nouvell恐 pourI号souvriers 

sans ouvrage 0設 L'AtelierNational， 1831， B. N. Lb51 808.持者ともアトリニに・ナシ

オナルの喜善設守ったえるパンブレットである。

(8) L.Vi1l告rme，Tableau de l'etat pl.り'siqueet moral des 0官vnerse'I匁fうよりぬ da持sles 

manufactur，巴sde coton， de lai抑eet de soie， 2 vols.， Paris， 1840， tom母1，p.16 

(9) 七月五数初瀬の賃金と労働市議の動向については，前泌総務「手工業労働者のスト

ライキ遂動」を参照
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た。七月革命におけるパリの民衆の闘いは公然と賞讃され，革命直後に新政

府の関係者は労働条件・生活条件の改善を「約束」していたからである(1九

パリでは8月にはいると議会や警視総監にたいして多数の職種の労働者が労

働条件の改善を求める請願書を提出した。

1831年のアトリエ・ナシオナルという名称には，公権力による雇用の確保

という労働者の強い願望が込められていたのである。

1833年の仕立工のアトリエ・ナシオナノレの設立は，すでに触れたように，

賃金引き上げのためのストライキのなかで職場を放棄した労働者に仕事を保

証しようとしたものであったが，パリ全体のストライキ運動の高揚による労

働者と経営者及び政府との対立の先鋭化のなかで，この作業所は新しい理念

をもっ運動体となった。それは既存の生産関係そのものを社会的争点とした。

それでは，生産手段の共有と平等の原則のもとに労働者のみで協同生産を行

うという労働者生産協同組合の理念はいかにして形成されたのか。ここには

何らかの思想的系譜をたどることができるのか。この厄介な問題を検討する

に当たり，まず労働者自身の協同生産についての発言を検討する。そのさい

彼らがどのような用語や言い回しによってその論を展開したかが重要な点と

なるので，引用は長文となることがある。

労働者の世界で協同生産の訴えがまとまったかたちで初めて公になされた

のは，これまで確認されるところでは， 1830年の 9月と 10月に『アルティザ

ン Artisan~ 紙上に掲載された論考が最初である。この新聞は 4 号までしか

出されなかったが，記事の内容から印刷工が発行したものであることはまず

(10) 7月31日の新政府の宣言， 8月11日の王室検事の演説など。 EtienneCabet， Revo 

lution de 1830 et situation ρresente (mai 1833)， Paris， 1833， Tome 1， pp.116 et 

119; Octave Festy， Le Mouvement ouvrier au debut de la Monarchie de Juillet 

(1830-1834)， Paris， 1908， pp.33-34 

(11) L'Artisan. Journal de laclasse ouvriere. (22 septembre.17 octobre 1830) 

『アルティザン』紙は，労働問題一般を取り上げるとともに，個別職種としてはもっ
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間違いない(11)0 W. H.スューエル SeweU，Jr.はこの『アルティザン』紙に

ついて詳細な分析を行ったうえで，その語法はその後労働者に大きな影響を

与え，とくに重要なのはアソシアシオンという用語であるとしている(12)。こ

の指摘に留意し，以下の引用文では 1830年以降印刷工などによって継承され

た用語・表現などには下線(点線)を付記する。「アルティザン』紙は，労働

者が社会でどのような位置にあるのか，その惨状の原因はどこにあるのか，

これはいかにして改善されるかという点について次のように論じた。

「社会でもっとも多数でもっとも有益な階級は疑いもなく労働者階級で

b るqζ(り喧理方?主 ~t tL ~f資J本民主!vf?0)卸値も主 V ~5'__~機械五車一挙L~J聖王

業もない……経済社会のなかで我々の果たす役割を変えるのには(七月の)

三日間で充分で、あった。我々はいまやこの社会のなかでもっとも重要な位

置を占めている・・

長い間貴方達が食いものにしてきた我々の生業*industrieは我々自身

のものである。 }13)

「貧困の原因は何か。それは今日までの労働者に対する考え方にある。労

働者の生存条件は過去も現在も企業家に食い物にされている……労働者は

なぜ自らの生業を自らのために活用できないのか。

貧困の唯一の改善の方法は，イギリスとアメリカの労働者が取り入れて

いる方法である。それはアソシアシオンである。この考えを労働者に普及

すること，これが我々の任務である。}14)

ばら活版印刷業において争点となっている問題を詳細に取り上げている。

(12) William H. Sewell， Jr.， Work and Revolution in France. The Language 01 

Labor Irom the Old Regime to 1848， Cambridge， 1980， p.201. 

U3) L'Artisan， 22 septembre 1830. (創刊の辞)。4) “Que1est notre but， et que1s sont nos moyens pour y parvenir ?"， L'Artisan， 26 
septembre 1830 
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「労働者は個々人をとればその生業を自らが営む可能性はない……しか

し百人が集まって日々の収入から必要部分をおかきない程度に少額を積み

立てることは出来ないはず、がない。我々自身が我々の生業を営むために充

分な資本を作り上げられないというのか。例えば百人の労働者が一週間に

2フラン貯蓄すれば， 200フランになる。 10週間後には2，000フランであ
アソシアシオシ

る…・・・団結しよう，協同組織を建設しよう。}15)

(*ここで使われた、industurie"という用語は「産業」ではなく技能・技巧」ある

いは，いわゆる「生業」を意味する。)

先に触れた B.Hモスはこの『アルティザン』紙について，その「単純な

用語，不器用な表現」をみると r外部との協同作業の形跡はみとめられずJ，

彼らの「この新しい意識は，七月革命によって労働者階級が政治的社会的舞

台に投げ出されて以来の彼らの経験から直接出たものである」としてい

る(1ヘモスは労働者のアソシアシオン論や実際の組織について，史料を提出

しこれを具体的に分析するという作業をしていないが，上記の指摘は示唆に

とむものと考える。以下ではこの点を検証する。次の発言は 1840年に『リユツ

シュ・ポピュレール Ruchepopulair白紙という労働者新聞に掲載された記

事の一節であり，執筆者はサンニシモン主義者の印刷工である。

「文明社会の危機を克服する唯一の方法は，新たな秩序ある社会を建設す

ることにある。そこで政府は，産業と科学と工芸に従事する労働者を階層

的に組織し，生産を統御し，能力に応じて役割を分担し，労働に応じて報

酬を与えることを任務とする。 }17)

同“Del'Association comme moyen remεdier a la misere des classes ouvri色res"，

L'Artisan， 17 octobre 1830. 

(16) B. H. Moss， 0ρ. cit.， p.74. 

(17) J.. L. Vanostal，“Aux travailleurs"， La Ruche ρφulare， janvi巴r1840. 

(La Ruche ρopulaire， journal des ouvriers redi説 et抑 b仰 pareux四memes.

fevrier 1839-dec巴mbre1849.) 
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『アルティザン』紙の印刷工が訴える協同生産論には，うえの『リュッシュ・

ポピュレール』紙の印刷工のものとは異なり，サン=シモン主義などの社会主

義思想、に独自の論理なり語法は見られず，その用語・表現は確かに「単純」

で「不器用」である。これは特定の体系立てられた理論に依拠するものでは

ない。高い技能をもっ手工業労働者が生産活動における日々の経験に基づい

て可能と思われることを提起している。熟練工である彼らは，資金さえ調達

できれば労働者のみでの協同生産が可能だというのである。この熟練工とし

ての経済的能力と彼らの提起する生産協同組合論の関係については，後に詳

しく触れたい。

次に 1830年代初頭のフランスの労働者の生産協同組合論の形成にはいか

なる外的要因があったか，外部からの影響はいかなるものであったかという

問題を考えてみたい。第一に思想潮流としては，当時宗派的活動を展開して

いたサン=シモン主義者よりも， B.H.モスの指摘する通り，労働者に接近を

試みていた共和主義者の影響を注目すべきではないかと思われる(1九七月王

政初期の最大の共和主義結社である「人権協会」では， 1832年の下半期から

労働者の加入が増加しはじめ， 1833年のストライキのさいに同協会は，労働

者の職能組合の結成とその統一を目的に「宣伝委員会」を組織した(川。これ

にともない共和派の新聞には，政治改革とともに社会改革に関する論説やア

ソシアシオンへの言及が目立つようになった(20)。以下は同協会がストライキ

の渦中で労働者向けに発行した小冊子からの抜粋である。

「労働者たちは単純明快にその苦難を表現した。彼らはアソシアシオンに

よってその劣悪な生存条件に終止符を打てると考えた。生産協同組合

側 B.H. Moss， op. cit.， pp.75-76 

(19) O. Festy，ゆ.cit.， pp.130-131; Gazetfe des Tribunaux，25巴t27 avri11834; Memoires 

de M. Gisquet， ancien Pr，酔tde Police， 4 vols.， Paris， 1840， tome III， p.166 

目的 “Programme de La Tribun巴.Doctorines Republicain巴s"，La Tribune， 31 janvier 

1833;“De l'Association industri巴11巴"， ibid.， 22 mars 1833.など。
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association cooperativeのみが君たちの惨状を実際に長期にわたり和ら

げてくれる唯一の方策である……自らの生業を自ら活用する働く者のアソ

シアシオンを形成することによってのみ，労働者は生存条件の改善をはっ

きりと強固なものとして獲得できる一

君たちが産業の改革を熱望しているのは全く正しいが，この改革は政治

革命なしには達成できないと思われる。政治改革は必然的に産業の革命を

実現する……人民はその主権を回復しなければならない……そうなれば政

府は人民のものとなり……この政府が働く者のアソシアシオンを援助し，

君たちの作業所建設のための資金を提供するだろう。}21)

政治革命の実現によってのみ社会改革は達成できるとするのが「人権協会」

の従来からの基本路線であるが，上記の引用にみられるように 1833年にはそ

の社会改革とは労働者による生産協同組合の形成であると，具体的な展望を

提示している。「人権協会」の加盟員は2，000名前後であり，そのほぽ4分の

3が労働者であったとを考慮、に入れると(2刊この共和派の影響は無視できな

いものと考えられる。

1833年までのフランスにおける生産協同組合論の形成にとって次に見逃

せないのは，イギリスの協同組合運動の影響である。たとえばこの年ロンド

ンの仕立工は，R.オーウェンの影響の下に生産と交換の協同組織の形成に精

力的に取り組み，秋には大規模な協同作業所の開設が宣言された(則。これら

の情報はパリにも届いていた。以下は『トリビュンヌ」紙へのある印刷工の

(21) Societe des Droiぉ del'Homme. Associations des Travailleurs， par Marc Du-

fraise， 1833， (4 p.)， B. N. Lb51 2034. (以下で， (xp.)と頁数を付記するものは労働者

などの手による小冊子である)

(泣:) Alain Faure，“Mouvment populaire et Mouv巴mentouvrier a Paris 1830-1834." 

Le Mouvement Socia!， No 88， 1974， p.80. 

ω Se!ect documents illustrating the history 01 Trade Unionism， 1， The Tai!oring 
Trade， edited with an introduction by F. W. Galton， London， 1896， pp.LXXXI et 

194 
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投稿記事である。

「我々はまず絶え間ない賃金の引き下げに対抗し，人間としての必要に応

じた賃金の引き上げを保証する体制を組織した……次に我々が能力に応じ

た協同の資金を設立し，この資金をもって仕事場を開設したら，これは不

正だというのだろうか。この仕場では利潤はすべての労働者に公正に分配

され，機械の使用によって生産は向上する。

ヨーロッパのすべての労働者に，イギリスの労働者が模範となった平和

な解放について訴えたい。今この時点でイギリスでは 10万人以上の労働者

が協同で働いていることを知らないものはないだろう。}24)

活版印刷工は後に詳しく触れるように，七月王政期に最も強固な職能組織

を維持したした職能集団のひとつである。彼らは七月革命直後の 1830年9月

に13名よりなる中央委員会を結成して以来，機械化問題と統一賃金表の制定

をめぐって活発な組織活動を展開していた附が， 1833年にいたり生産協同

組合の形成に取りかかる。イギリスの労働者の大規模な協同組合運動と，パ

リで活動を始めたばかりの仕立工のアトリエ・ナシオナルを前にして，印刷

工は3年前に『アJレティザン』紙が提起したアソシアシオン論の実現を試み

たのである。彼らの運動の指導的位置にいたJ.}レルー Lerouxは「活版印刷

業の労働者諸君に向けて。労働者が労働用具の所有者となることを目的とし

たアソシアシオンの建設の必要性について」というタイトルの小冊子を発行

した(問。そこには 1833年の時点で労働者自身の生産協同組合論はいかなる

(24) La Tribune， 5 novembre 1833. 。5) Paul Chauvet， Les Ouvriers du Livre en France de 1789 a la constitution de la 
Federation du Livre， Paris， 1964， p.108 et passim.; ]. .P. Aguet， 01り.cit.， p.15 et 

passlm 

帥 AuxOuvriers乃JjJograhιs. De la necessite de fonder une association ayantρour 

but de rendre les ouvriersρroprietaires des instruments du travail， par J eule 

Leroux， 1833， (13 p.)， B. N. 80Lb51 1782. 
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ものであったかという点が端的に表明されている。以下はその主要部分の抜

粋である。

「仕立工が我々に模範を示してくれた……彼らは巨大な仕事場を建設し，

勇敢にも彼らのかつての雇用主と競争を始めた。一言でいうと彼らは解放

されたのだ…

機械やステロ版や徒弟制度そのものが我々にとって破滅的なのではな

い。問題はこれらすべてが雇用主の所有にあるという一点にある。

我々の生業は我々のものではない。その生み出すものに我々は何の権利

もない……

我々の生業を我々のものにしなければならない……(そのためには)解

放への道の先障をきった他の職種の労働者に見習って，巨大なアソシアシ

オンを結成しよう。

我々に欠けているものは決して資金ではない……パリには 3~4 ， OOO 人

の印刷工がいる。 3，000人として 1人が1週間に 1フラン出したとすると

1年間で260，000フランになる一

もしこのようにして我々が10年前から協同組織の準備をしていたら，い

ま我々は 300万フラン以上の巨額な資金を手にしているはずだ。このフラ

ンスの地に首都のただなかに，我々自身の経営する印刷所を建設できたは

ず、だ。」

この協同生産の理念自体は~アルティザン』紙のものと基本的に同ーの発

想、に基づく。雇用主から自立し「我々の生業を我々のものとする」ためには

労働者が作業所の所有者とならなければならない。これは協同出資によって

可能でトあるとする。しかもこの時，彼らの目の前には「巨大な作業所を建設

しJ，，-一言でいうと解放された」仕立工の運動があった。これを指針とし，

印刷工は労働者による協同生産の組織化という旧来の願望の実現に着手した

のである。

ところで協同作業所の建設を目指すこの印刷工のアソシアシオンはまた以
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下の目的を持つとされた。1)雇用主との合意のもとの賃金の制定 2 )徒

弟制度の整備 3 )組合員への可能な限りの仕事の提供 4 )病気のさいの

援助 5 )低い賃金で働くことを拒否した者など仕事のない者への援助，な

ど。彼らは 11月に集会を聞き，このアソシアシオン案を採択した(27)。七月革

命から 1833年のストライキにいたる期間はフランスの労働運動の生成期に

あたる。つまり労働者の組織化の初期的段階にある。印刷工のこの組織は， • 

協同作業所の建設とともに労働条件の改善と相互扶助，さらには職場放棄の

際の賃金保証など多様な機能を付与されたものであった。この点に関しては，

本稿の課題を越える問題を含むものであり，別の機会に改めて検討したい。

最後に 1833年に計画された協同生産の具体例としてもうひとつ製靴工の事

例を挙げる。以下は組合の規約の前文である。

「労働者が職能別組合に組織されたのは次のような目的のためである。

1)相対立する組織によって今日まで各職能の中に持ち込まれた分裂，あ

るいは職能に基づく嫉妬によって様々な職能聞に生じた分裂を解消する

2 )互いに助け合い援助しあうことによって，労働者を搾取する者の支配

と金銭欲に抵抗し，一般的利害の要請に従って賃金の維持・引き上げを実

現する。 3)社会的資本 capitalsocialを創設し，作業所を建設する。こ

の作業所は組合の各会員に仕事を提供し，その利潤は組合に属する。}制

製靴工も 10月から労働条件の改善をめぐり，活発な運動を展開していた。

この規約は 11月初旬に集会で承認されたものである。協同作業所については

10日に『トリビュンヌ』紙上でその計画案が公表され，中旬にはその開設が

予定されていた(問。この時点までの製靴工の運動に詳しく触れることは紙面

の関係上できない。ここでは製靴工も印刷工と同様に，労働条件の改善のた

(27) O. Festy， op. cit.， pp.261-262. 

(犯:) Federation de tous les ouvriers de France. R匂lementde la Coψoration des 

Ouvriers cordonniers， 1833， (4 p.)， B. N. Lb51 4783. 

(29) O. Festy， op. cit.， pp.251-253; J. .P. Aguet， op. cit.， pp.92-94. 
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めの組織的活動とともに，協同生産の実現に取り組んでいたという点だけを

確認しておきたい。

仕立工・印刷工・製靴工の生産協同組合はこれまで見たように，個別の労

働条件の改善を目指す運動の渦中で計画されたものである。 1831年に失業対

策として立案されたアトリエ・ナシオナルは， 1833年には仕立工の手により

ストライキ中の労働者の協同作業所の名称となった。この仕立工の運動には，

特定の社会主義思想の影響は認められない。労働者による協同生産という理

念は， 1830年に労働者新聞『アルティザン』紙によって提起されたものだっ

たが，それは手工業労働者が自らの生産活動の経験から，実現可能と考えた

改革案であった。この理念は 1833年にいたり，ストライキ中の労働者の手に

よって，新たな労働=生産のあり方を実現しようとする運動体となった。こ

こには闘争のなかでの飛躍がある。このときのパリの大規模なストライキは，

賃金をはじめとする個々の労働条件の改善を目的として始まったが，労使の

対立が激化するなかで仕立工は，-雇用主なしでやっていく」つまり「平等な

人聞の間で服を作る」作業所を現実のものとしたのである。これが他の職能

の労働者にとって具体的な指針となり，生産協同組合運動が拡大した。

1833年のパリでは労働条件の改善を目的とする職能別大衆組織結成の最

初の試みがなされるとともに，生産手段の共有の原則のもとに雇用主からの

自立を目指す労働者生産協同組合が形成された。この 1833年の運動は厳しい

弾圧のもとで年末には終息に向かい，さらに 1834年に制定された結社法に

よって，公然たる組織活動は不可能となった。以後共和派の運動は地下に潜

り，労働者の運動はしばらくの間冬の季節を経験する。パリにおいて労働者

の大規模な運動が再燃するのは 1840年の夏である。以後1840年代半ばには，

新たな形態の生産協同組合の形成が試みられる。次に二月革命前夜に計画さ

れ，あるいは実行に移されたアソシアシオンの検討に移りたい。
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第二章 1840年代の生産協同組合

1 協同生産と熟練工の社会意識

1840年の 6月から 9月にストライキに入った職種は，仕立工・家具製造工・

石工・錠前工など20職種ほどにのぼり，またこのときのストライキ運動は激

しい街頭行動をともなうものであった(九このストライキが終息に向かうこ

ろ，パリの仕立工は新たな生産協同組合の形成に着手しようとしていた。仕

立工ワーリ Wahryは6月の改革宴会(この年から始まった選挙法改正のた

めの共和派の運動)で「人聞による人間の搾取の廃止」と「労働の組織」の

実現を訴えた共和派の銀行家グドショ Goudchauxに協同組合の素案そ示

し，資金援助を要請したが，発覚と同時にワリーほか指導者は逮捕され，計

画は流産した(九この年のストライキも，仕立工を初めとして多数の逮捕者を

だし，また彼らへの判決は 1833年にもまして厳しいものであった(3)。おそら

くこのためであろうと思われるが，パリにおける協同生産の試みはしばらく

沈静化する。しかし 1845年以降，仕立工と印刷工は再び活発な動きを見せる

一方で，職能別生産協同組合の連合体の結成がみられた。以下ではこれらの

協同組合の組織形態，これを支えた理念などについて可能な限り詳細に検討

する。その際，先に触れた手工業労働者の経済能力と彼らの協同組合論との

関係，および労働者の社会批判と社会改革の理念の基底にある彼らの社会意

識一ーとくに労働・生産・資本・雇用主との関係，あるいは経済動向などに

関する労働者の認識のあり方'ーに注目したい。

1845年の 1月，縫製工 (tail1eurd'habit通称仕立工)と高度熟練工である

裁断工(coupeur)は共同の相互扶助組合を結成し，さらに同年7月頃協同作

業所を開設した。この作業所は相互扶助組合の加盟員のみならず，すべての

仕立工に開放された。また職業紹介所も兼ね， 1846年には 316名が登録して

(1) J. -P. Aguet，φ. cit.， pp.166-221 
(2) Le Populaire de 1841， 20 mai 1841 (カベー派の新聞); Le National， 10 mai 1841. 

(共和派の有力新聞)

(3) J ・P.Aguet， op. cit.， p.222 

-22 



フランス七月王政期の労働者生産協同組合運動

いた(4)。かなりの規模であるが，詳細は不明である。

同年末に「仕立工統一会社 Compagniede l'Union des Tai11eursJ と呼ば

れる生産協同組合が結成された。この組合は株式合資会社として組織され，

100フラン株を 1，000株発行する予定で，一株は 25フランの分割払いも可能

とされた(九この組合について労働者新聞『フラテルニテ Fraternit白紙は

「純粋に商業的工業的性格のものであり，友愛の精神が完全に欠如している」

と厳しく批判している。 25フランを支払いうる労働者は極めて少なしこれ

は「一種の労働貴族をっくり出すものでしかない」うえに，組合の運営権は

3人の設立指導者が掌握していたためである。同紙は「すべての者が平等の

権利を持つことにより共同の利害が保証されるところにのみ労働者生産協同

組合は存在しうる」と，労働者の解放のための生産協同組合の原則をあらた

めて喚起した(610

確かにこのような生産協同組合は少数のエリート労働者の共同経営事業で

しかない。ビュッシェならびにアトリエ派の協同組合論にも基本的に同様の

点を指摘できると思われる。 1831年にビュッシェの提起した「社会的資本」

の理念一一譲渡されず組合に帰属する資本一一(7)は，すでに 1833年の製靴

工の協同組合に継承され，さらには以下で検討する 1840年代の協同組合の基

本原則となる。にもかかわらず彼らの直接の影響のもとで形成された協同組

合は数少なしまた組織は小規模であった。職能集団が担う運動とはならな

(4) L'Union， juiIlet 1846. (L'U:ηion， bulletin des ouvriers redige etρublieρar 

eux-memes. decembre 1843-septembre 1846. La Ruche 1う01うulaireのサン=シモン

派労働者が1843年に新たに創刊した新聞); Les Associations Professionnelles 

Ouvrieres， 4 vols.， Office du Travail， 1899-1914， Tome， II， p.605 (以下ではA.P.O.

と略す); Jean Gaumont， Histoire generale de la co01ぅerationen France， 2 vols.， 

Paris， 1923， Tome II， p.225. 

(5) L'Union， janvier 1846. 

(6) La Fraternite， mars 1846. (La Fraternie de 1845. Organ des interets du ρeuple 

janvier 1845-fevrier 1848) 

(7) P. -J. -B. Buchez，“Moyen d'am邑lior巴rla condition des salari吾sdes villes" ， 

L'Europeen， 24 decembr巴1831.r都市賃金労働者の境遇を改善するための方策」谷)11

稔訳資料フランス初期社会主義思想~，河野健二編，平凡社， 1979年， 91頁。
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かったのである。この点に関して先の医師ヴイレルメは，ビュッシェの理論

のもとに結成された協同組合の加盟員には，高い技能，品行方正，さらに献

身とカトリックの信何が強く求められた，と指摘している(針。また印刷工の協

同組合運動の当事者であるT.メレ恥1airetはアトリエ派に関して r彼らは

真面目で良心的，知的で献身的だが……彼らの組織は謎めいていて，その態

度は少々陰気でト押しつけがましく，ノTウロもどきの言い方をする」と批判し

ている(9)。高草木光一氏はこれらの点について，アトリエ派のアソシアシオン

の「構成員として認められるためには，良い労働者 (bontravailleur)であ

ることが求められ，かつ除名規定も存在する。構成員の能力の同質性がそこ

に前提されていたとみることができょう」としている (10)。この指摘は的確で

ある。ここで「良い労働者」とは，高度熟練工であるとともにカトリック的

倫理観を備えた労働者を意味する。ビュッシェ=アトリエ派の運動は，特定

の倫理観をもったエリート労働者を対象とするものであり，一般の労働者に

はなかなか受げ入れがたかったのではないか。

本論に戻る。 1847年になると新たに「仕立工総合協会 Associationgene-

rale des TailleursJという生産協同組合が発足した。この組合の組織形態に

は二月革命前夜に結成されたパリの労働者生産協同組合に共通する特徴が認

められる一方で、，この組合結成の目的としては， 1840年代に顕在化した仕立

工独自の利害が強調されている。以下では組合規約(11)に基づきこの2点につ

いて詳しく検討したい。

仕立工は生産協同組合を結成するにあたり，商法に則って株式合資会社

societe en commandite par actionsとしての公式の認可を受けた。この形

態が七月王政末期の生産協同組合に見られる第一の特徴である。 1834年の

(8) L. Villerm邑，DωAssociationsOuvneres， pp.49-50. 

(9) A. P. 0.， 1， p.713. 

(10) 'Jレイ・プラン『労働の需品織』と七月王政期のアソシアシオニスム(下) 普通選

挙と社会的作業所一一J，[t'三田撃曾雑誌~ 87-4 (1995年1月)， 56-57頁。

(IJ) Statuts de l'Association Generale des Tailleurs， en commanditeρar actions， 1847， 

B. N. 80 W 19508. 
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「結社法」の制定以降，政治結社や労働者の組合に関しては純粋に相互扶助を

目的とする組織以外は厳格な取り締まりの対象となっていた。 1840年の仕立

工の新たな協同組合は前述の通り，即座にその指導者が逮捕された。会社組

織としたのは，組合に合法性をもたせるためである。資本金(社会的資本

fonds social)としては 100フラン株を3，000株発行し， 30万フランとする

(規約第9条)0100フラン株は 5フランのクーポン券に分割しうる。各株・

クーポンには5%の利子と利潤に対して一定の配当が支払われる。クーポン

券の購入には分割払いが可能である。仕立工はこのクーポン券を購入すれば

組合員となり，仕事の分配を受ける権利を得る(9・11条)。一株の価格を可

能な限り低く設定することによって一般の労働者の参加を可能とする，これ

が第2の特徴である(ちなみに平均的熟練工の収入は閑職期をのぞいて一日約4フラ

ン，年収は1，000フラン弱であり， 5フランという額は支払い不可能ではない)。組合の

最高意思決定機関は株主総会であり，クーポン券所持者は20券毎に 1人の代

表者が参加できる。総会で15名の監視委員を選出し，同委員が組合の管理運

営に当たる。総会における投票権は，持ち株数にかかわらず1票とする(36・

38・41条)。以上の規定は注目すべきである。この「会社」はあくまでも労働

者のための生産協同組合であり，その民主的運営のためには株主の投票権は

あくまでも 1人1票とした。これが第3の特徴である。また，作業の配分は

能力に基づくが可能な限り平等に分配するとし，さらに男女両性はあらゆる

点において同等の権利を有すると規定している (54・55条)。可能な限り構成

員聞の平等を保証するとする原則がここに認められる。

この新たな生産協同組合の結成目的について，規約の前文は以下のように

述べている。

「このアソシアシオンの目的は，絶え間なく増大する既製服製造の侵略か

ら労働者を守ることにある……彼らは安価という偽りの約束によって，こ

れが何を意味するかを理解できない消費者を引きつけ，その結果我々の産

業のすべての仕事を自らの手に集中する。彼らは注文服製造の親方の営業

をかすめとり，労働者の汗を悪用し，両者の破滅をまねき，まったく誰の
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利益にもならない。

この状態が続けば，大きな不幸を招かざるをえない。事態の改善は皆さ

んの肩にかかっている。団結し協同で手段を尽くし，力を合わせて巨大な

産業協同組合を形成しよう。

我々の組合には雇用主も労働者 ouvriersもない。賃金を受け取る一方

で，紳士服の製造と販売による利益の分配に参加する働く者 travailleurs

がいるだけである。」

パリでは 1842年ころから既製服生産の急激な発展が見られた。毛織物産業

の資本家が貴族・ブルジョワ向けの生産に着手し，高級紳士服を従来よりは

るかに安価で販売しはじめたのである。以後ノTリではのちのデパートの先駆

となる大規模な既製服販売庖が次々と建設され，一方で旧来の注文服生産(仕

立業)は大幅な市場の縮小によって、深刻な危機にみまわれた。パリの服飾産

業を支える伝統的な手工業が，フランスなりの産業革命の推進者である繊維

産業の資本家の事業拡大の前に文字どうり存亡の危機に直面していたのであ

る(12)。これは「仕立工プロレタリア tailleursproletairesJ一一1833年のスト

ライキの際に人権協会系の共和派が使用した表現(13)ーーにとっては大幅な

賃金の減少と技能の低下をもたらした。さらには熟練工としての注文服仕立

工から，不熟練工としての既製服製造工への転落を意味した。この事態にい

かに対処すればいいのか。ある印刷工は次のように言った。

「問題は簡単である。資本のアソシアシオンにたいして労働者はその腕の

アソシアシオンを対置しよう。これが原則である。}叫

(12) r七月王政期のパリの紳士服仕立産業一労使関係および生産構造・労働条件の変容

を中心にJ W北海道大学文学部紀要~ 41-3 (1993年2月)を参照。

U3) Appel au bon sens du jugementrenduρar le tri・bunalde police correctionnelle 

contre les ouvriers tailleurs， par Association republicain巴 pourla liberte in-

dividuelle et pour la liberte de la presse， 1833， Biblioth色quehistorique de la ville 

de Paris， 11378 (N 0.21). 
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この印刷工の発言がどのような文脈のもとでなされたかは後述する。いま

問題は，上の引用の内容を仕立工が実際の運動として行動によって実現した

という点にある。彼らはこれまで経験したことのない大規模な資本の経営=

侵入に対して，-団結し協同で産業協同組合を形成」するほかは対抗のしょう

がないと結論づげたのである。これは1840年代以降の服飾産業などにみられ

る独自の状況(大資本による既製品生産の拡大)に対応しようとするもので

あるが，-雇用主も労働者もない」平等の権利の下での協同生産を実現しよう

という理念は，協同組合運動の普遍的原則である。

次に，この仕立工とともに協同生産の展開に重要な役割を果たした印刷工

の活動の検討に入る。

パリの活版印刷工は組織活動に対して厳しい規制がしかれた七月王政期に

おいて，もっとも強力な組織を維持した職能集団である。彼らは 1839年に雇

用主が経営者評議会を組織したのに対抗して，同年「パリ活版印刷工協会

Societe typographique de ParisJを結成した。この組織は当時の労働者の

組織が通常相互扶助組合としての認可を公権力に求めたのとはことなり，秘

密裏に結成されたものである。当初の加盟員は 150名ほどであったが， 1845 

年には 1，200名になっていた。これはパリの印刷工の約半数にあたる。結社

そのものが取り締まりの対象となる状況の下で，非公然の職能組合が大衆的

規模で存続していたという事実は特記すべきである。この組織力を背景に，

「印刷工協会」は 1833年以来の懸案である賃金表制定の実現をめざし雇用主

との交渉に入り，パリ印刷業界の統一賃金表は労使の合意のもとに 1843年に

制定された(1九集団交渉による労働条件の決定は非合法である。このような

経過による賃金表の制定は，画期的な出来事であった。

「印刷工協会」は活発な組織活動を展開していた。 1839年の結成以来，彼ら

は他の職能の労働者のための救済基金を設け，壁紙工・活字鋳造工などがこ

(14) ]. -B.Coutant，“Travail， Propriete， Association，" La Ruche ρopulaire， novembre 

1847. 

同 A.P. 0.， 1， p.708-712. 
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の資金援助を受けた。さらに 1845年には同協会のイニシアティヴのもとにパ

リの職能別組織の労働者代表中央委員会が結成された(1九詳細は不明だが，

印刷工は七月王政末期にパリの労働者の運動の統ーに向けて重要な役割を果

たしていたようである。

「印刷工協会」は労働運動の統ーを目指すとともに，新たな生産協同組合の

形成に着手し， 1845年の 3月には「友愛産業協会 Societe de l'industrie 

fraternelleJの結成をみた。以下ではこの組合の組織形態と印刷工の提起する

アソシアシオン論について検討したい。協同組合の指導は「印刷工協会」の

議長である S.パルマンティエ Parmentierが直接担当した(彼は二月革命期に

パリの労働者代表中央委員会で指導的役割を呆たす)。組合はやはり株式合資会社と

して登録され 3フラン株を 3万株発行する予定であった。最高意思決定機

関である総会での投票権は，持ち株数にかかわらず一票である。ちなみにル

イ=プランの『労働の組織』の再販はこの印刷所でなされ，その利益はすべて

組合に寄付された(1九生産協同組合を株式合資会社とした経緯について印刷

工J.-B.クタン Coutantは次のように述べている。

「活版印刷工の聞で合資会社が形成された。その目的は労働用具の所有者

になる，つまり労働者に重くのしかかっているキャピタリストからの解放

にある。このような試みはこれまでも印刷工によりなされてきたが，印刷

所の購入には我々の収入に比較すると多大な資金が必要なため，失敗を重

ねてきた。しかし比較的簡単な方法が提案された。Aumont-Thiville夫人と

の検討の結果，株式をもっ会社とした。}18)

この協同組合は前出の仕立工の組合に先立つものであり，印刷工の「友愛

U6) ibid.， 1.， p.712. 

(17) ibid.， 1， p.712-713;“Association entre Ouvriers" par J. -B. Coutant， La Ruche 

POlうulaire，mars 1845; P. Chauvet， op. cit.， p.353. 

U8) J. -B. Coutant， op. cit. 
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産業協会」の組織形態が，これ以降の労働者生産協同組合の原型になったも

のと思われる。ところで， 1840年代には社会主義者のみならず，労働者自身

の手によるアソシアシオン論が小冊子や労働者新聞を通じて様々な形で数多

く提起されている。特に印刷工の発言は活発で、ある。それらの全体をここで

検討することは紙面の関係上できない。今回は上のJ.-Bクタンの新聞投稿

記事を中心に，印刷工のアソシアシオン論とこの背景にある手工業労働者の

社会意識を検討したい。クタンは 1840年以来，労働者新聞『リユツシュ・ポ

ピュレール』紙に多くの記事を投稿したが，彼の論説には当時のパリの労働

者の社会批判や社会改革の理念の特徴が典型的に認められるからであ

る(19)。検討の対象となるのは 1847年11月に上記の新聞に掲載された「労働・

所有・アソシアシオン」と題する論考である(則。まず生産協同組合に対する

考え方からみる(以下注のない引用は上記の論考のものである)。

「資本のアソシアシオンに対して，労働者はその腕のアソシアシオンを対

置しよう。これが原則である……ひとつの成功例が必要である。これが信

頼を確立し，人々を引き寄せる。紳士服仕立業と靴製造業がもっとも適当

であろう。製靴工5人がアソシアシオンの核を形成したとする。他の様々

な職能の労働者1，000人がこれに毎月 1フランを提供する。一年もすれば

パリの製靴業はすべて労働者の手にはいるだろう。なぜなら，一つの事例

さえあれば無数の事例が生まれる。一つの集団は複数の集団を生み出し，

これは互いに手を結ぶ、であろう。上記の職能にはすばらしい利点がある。

組合員は消費者でもあるのだから，アソシアシオン自体によって多数の顧

客が保証されるのである。ひとつの証拠があればよい。成功は間違いない

のだから。そうなれば，新しい経済政策に関する法が確立されるだろう。

人民の汗を吸い尽くして働く者の惨状と破滅をもたらす企業家を廃止する

側拙稿「七月王政期のパリの印刷工ミリタン 労働観・労働概念・「階級意識」をめ

ぐって J W北海道大学文学部紀要~ 38-2 (1990年1月)および「印刷工J.-B.クタ

ン一政治理念と社会理念をめぐって一一'J W北大史学~ 30号 (1990年8月)を参照。

(加)“Travail，Propriete， AssociationぺLaRuche 向φulaire，novembre 1847 
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ことによって，労働者が自らの労働の所有権をもつのである。」

この論考は印刷工独自の利害ではなく，労働者全体がおかれている現状の

打開策としてのアソシアシオン論の提起である。そのさいクタンは衣類産業

のような日常消費財部門の協同生産の組織化は消費者二市場の組織化でもあ

るので，これが最適であり，この成功は間違いないとする。これが楽観主義

であるか否かは，ここでは問わない。問題とすべきは第一に，彼らが労働者

による生産協同組合の形成を可能と判断する根拠は何か，である。パリはす

でに触れたように日常消費財と者修品生産を中心とする手工業が支配的な街

である。これらの職種の労働者は一人前(平均的熟練工)になるのためには

一定の初等教育を経たうえで数年間の技能教育が必要でトあった。 1848年のパ

リの工業調査において，首都の労働者は一般にある程度の教育を受け，高い

技能をもっ優秀な労働者であると報告されている通り，当時のパリの工業を

支えていたのは高い技能を備えた熟練工である(判。先のB.H.モスはこのよ

うな熟練手工業労働者について，.彼らは自らが労働用具・作業手順・製品の

質，また仕事のリズムを決定し，作業のなかでその技能・技巧を発揮してい

る。これにより彼らは生産の多くの部分をコントロールしている」としてい

る(2九彼の指摘は社会学者からの援用であり実証性に欠けるが，指摘された

点は正鵠を得ている。パリの手工業労働者は高い技能と生産・経営に関する

一定の知識を持つだげでなく，職場の指揮も任されていた。例えば印刷業に

おいては高度熟練工である職工長 (prote)が作業全体を統括し，経営者はこ

れに立ち入らない。仕立工においても同様で、ある(問。ノfリの手工業の仕事場

(21) Statistique de l'industrie a Paris， resultant de l'enquete j包iteρarla Chambre de 

Commerce a Paris pour les annees 1847-1848， Paris， 1851， 1， p.62. 

当時のパリの労働者の技能水準と技能教育の問題については，前出拙稿「七月王政

期のく労働者文化〉のー断面」を参照されたい。

(22) B. H. Moss， op.αt.， p.78. 

(扮パリの手工業における労働慣行については前出拙稿「七月王政期のく労働者文化〉

の一断面J，とくに印刷業については「七月王政期のパリの印刷工ミリタンJ，仕立産

業については「七月王政期のパリの紳士服仕立産業」を参照されたい。
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における労働者の自己裁量権は高い。高度な技能を持ち，また自らが生産工

程をコントロールしている手工業労働者には，資本さえ調達できれば「雇用

主なしでやっていく」ことが可能と思えるのである。アソシアシオンの理念

が手工業労働者の聞に浸透した基本的要因はここにあると考えられる。

ビュッシェのアソシアシオジ論も，まさにこの点を前提としている。彼は，

「熟練が基本的な資本であり，生産設備をほとんど必要としない」指物工，大
アソシアシオン

工，石工，製靴工，錠前工などにとって「生産共同組織の実現を妨げるもの

は，唯一，信用貸付資金の欠如のみである」が，この障害も「労働者向け融

資のための銀行を系統的に組織していくことによって」克服できるとしてい

る(刊。彼のアシソシアシオン論は，当時のパリの手工業の生産構造と労働者

の経済能力を的確に反映しているという点は確認できる。

第二に見のがせないのは，労働・生産・資本および企業家との関係などに

関する彼らの考え方である。再び上記のクタンの論考をふりかえる。

「労働は生産の唯一の原動力である。他に原動力はない……[正当な]所

有とは自分の労働の成果である。自分の労働以外の手段で所有を得た者は

すべて搾取者か高利貸しだ。

資本の持ち場とは何か。一体資本は何を生み出すのか。たとえば，労働

者が一足の靴を仕上げ3フランを雇用者から貰い，この同じ労働者がこの

靴を買うのに 6フラン払わされたとする。一方の手からもう一方の手に渡

る聞に加工がなされたのだろうか。この靴は労働者のもとにあったときよ

り価値が大きいのだろうか。絶対そうではない。それでは何故労働者は3

フランで与えたものを 6フランで買わされなければならないのか……

労働者を犠牲にして企業家を富ませること，労働の(成果の)大部分を

彼らに与えること，何もしない者を富ませるために働く者を悲惨な状態に

陥らせること，これは堪えがたいことだ……

帥 P. .J. -B. Buchez， op. cit.，谷川訳， 89， 90， 93頁。
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資本は何も生み出さない，ゆえに何らの権利もない。しかし資本は必要

である。」

筆者はかつて前出拙稿「七月王政期のパリの印刷工ミリタン」においてこ

のクタンをはじめとする印刷工の労働観・社会観などに独自の考察を加えた。

そこで問題としたのは，労働の社会的価値，労働と労働者の現実社会での位

置づけ，雇用主との社会的関係などに関する彼らの認識のあり方であった。

ここで再度以上の点に関する発言をいくつか以下にあげる。

「労働は公の富，万人の幸福，秩序・自由の源である……生産者，つまり

労働者がいなければ何もなしえない。それにもかかわらず富が増大するに

つれて，労働者の貧困・惨状が拡大するのはどういわうわけだろうか。}25)

「あなた方は労働者がいなかったら何をなしうるだろうか。資本は食べら

れない。土地もだ。あなた方を養っているのはそこから生まれる生産物で

ある。この生産物は誰のおかげであるのか 働く者のおかげである。」附

「あなた達がこれほどまでも軽蔑する人民は，あなた方の富・尊厳・地位

の造り手ではないか。人民がいなけれはあなた方はどうなるだろうか}27)

上記の発言は r労働は生産の唯一の原動力である」とするクタンと同様の

労働観・社会観に基づくものである。真の生産者は労働者であり，一方「資

本は何も生み出さない，ゆえに何らの権利もないJ (クタン)はずである。し

かし「労働者はすべてを創造し，すべてを作り出し，すべてを生産する。だ

が何ものも所有しない。いかなる権利もないJ (ボワイエ)(明。これが我々の

(お，) Adolphe Boyer， De l'etat des ouvriers et de son amelioration paγl' organisation 

du travail， Paris， 1841， (165 p.)， p.8， B. N. Lb51 3426. 

(26) Jules Burgy， Present et Avenir des Ouvriers， 1847， (32p.)， p.22， B. N. Lb51 4349. 

(27) August Co1in， Le Cri du ρeuple， 1831， (8p.)， p.5， B. N. Lb51 541. 

(部:) A. Boyer， Les Conseils de Prud'hommes， au point de vue de ['interet des ouvriers 

et de l'egalite de droits， 1841， (8 p.)， p.6， B. N. Lf266 3. 
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おかれている社会現実である，とるすのが労働と労働者の現実社会での位置

づけにかんするかれらの認識である。この認識から生じる憤り，つまり「何

もしない者を富ませるために働く者を悲惨な状態に陥らせること，これは堪

えがたいことだJ (クタン)とする心情は彼らに共通のものである。これが彼

らの社会批判の根底にある。労働者による協同生産は，まさしく彼らにとっ

てこの堪えがたい社会現実を根本から変更しうる唯一可能な方法と考えられ

た。「これからはただアソシアシオンというメカニズムの下で，互いに平等な

人聞の聞で服を作るのだ」とした 1833年の仕立工の叫びは，社会改革を希求

する労働者の共通の熱望となり， 1845年から47年にかけて形成された新たな

労働者生産協同組合は，この熱望を実現うる方策として提起されたのである。

労働者生産協同組合に関してここまでは労働者独自の運動として検討して

きた。しかしそれは労働者の世界に閉じ込められたものではない。労働の場

を変革しようとする彼らの運動は，王政末期にいたり政治の枠組みを覆そう

とする政治諸潮流の運動との合流をみたのである。この運動は，職能別生産

協同組合の連合体の形成をめざすものであった。最後に，この運動について

の検討を加える。

2 生産協同組合の連合一一統一産業会社 Compgniedes Industries Unies 

1846年3月15日，内務大臣は法務大臣に次のような報告書を送った。

'1845年の8月以来，パリのコミュニストがいくつかの職種を協同で運

営するために活動している。これはいわゆる社会主義の諸理論を実行に移

し，同時に政治結社にいわば合法性をもたせようとするものである……行

政府は慎重にこの会社の発展とその活動を監視し，彼らが産業組織の隠れ

蓑のもとに現在の体制に敵対する政治活動を展開しようとしているという

証拠をあらゆる点から収集し続けるつもりである。}問

(2自 Lettredu 15 mars 1846 du ministr巴 del'Int邑riueurau Garde des Sceaux， 
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この組織は「統一産業会社 Companiedes Industries UniesJと呼ばれ，

職能別生産協同組合の連合体の形成を目的とするもので， 1845年 11月1日

に株式合資会社として所定官庁に登録された。結成当初の株式購入者は300

名，初代の運営評議会の構成メンバー(創立者と同メンノ'{'-)は以下のとお

りである (30)。

議 長=LouisTourreil (文筆家，キリスト教社会主義)

副議長=Philibert Reveyron (地主)

書 記=Leopold Amail (弁護士，サン=シモン主義) J ules Prunelle (銀

行員)

会 計二AlexandreRaisin (地主，プランキ派)

事務局員二ReneBaissas (文筆家 MariusTurrel (農学者) Auguste 

Guyard (医師) Louis J avelot (長靴製造業 AntoineLalan-

de (帽子工) Eu民neDufriez (皮革工) Henri Gardeche (飾

紐製造工，同職能協会創立者 BenjaminFlotte (コック，プ

ランキ派 LouisDanguin (機械工) Victor Lef訂re，Charles 

Levi色reet Pierre Wahry (仕立工3人)

創立者のメンバーに見られるとおり，この組織の結成に関して社会主義者

ならびに共和主義者のイニシアチヴを否定することはできない。というより

もむしろ，政府当局の言葉を借りるなら「産業組織の隠れ蓑のもとに」サンニ

シモン派からプランキ派まで，当時の政府がコミュニストと呼ぶ、反体制諸勢

力が結集し，統一行動を展開していたのである。しかもその活動はパリにと

どまらず， リヨンにも波及していた。以下はI1買に，内務大臣から法務大臣へ

の報告書 (1846年3月16日)， ~フラテルニテ』紙の記事(同年 4 月)，およ

びプランキ派の F.ジラール Girardの著作 (48年2月以降)の一節である。

Archives Nationales BB18 1441 (1992) 

(30) Statuお dela Compagnie des Industries Unies， Archives Nationales BB'8 1441; 

J. Gaumont，。戸.cit.， p.226， note (6). 

34 



フランス七月王政期の労働者生産協同組合運動

「今この時点でリヨンでは，同様の組織の形成が最大の関心事となってい

る。この計画を早急に実現するために，いく度となく労働者の集会が聞か

れている。}311

「統一産業会社はリヨンで多数の加盟員を獲得したため，今後の申し込み

は当市の加盟員が代理として独自に受け付けることになった。}321

「リヨンの蜂起の指導者と人権協会や山岳派から季節協会にいたるまで

のパリのさまざまな結社の委員会のメンバーが，、アトリエ連合協会

Societe des Ateliers"の呼び名のもとに再編成された。これは共和主義者

の力を結集し，今日の盲目的政治のなかに必ずや生起するであろう闘いを

指導し，その方向を決定するためのものであった。}問

七月王政末期の政治の世界の表面では，先に簡単に触れた選挙法改革のた

めのく宴会〉が華々しい運動を展開していた。だがその底流では，サン=シモ

ン主義者などの社会主義者， 1830年以降最大の共和主義結社である「人権協

会」と 1839年に武装蜂起を試みた「季節協会」系の共和主義者，さらには 1831

年・34年のリヨンの蜂起の指導者など，多様な政治信条を持つ反政府諸勢力

が「統一産業会社」のもとに結集し，かつてない大きな潮流を形成しようと

していたのである。

しかしこの「統一産業会社」は決して政治活動のための単なる隠れ蓑では

ない。先に触れたとおり，この組織は職能別の生産協同組合の形成とその連

合を目的としていた。この協同組合はいかなる原則に基づき結成されたのか。

帥 Lettredu 15 mars 1846 du ministre d巴I'Interiueurau Garde des Sceaux， 

Archives Nationales BBIB 1441 (1992) 

(32) La Fratemite， avril 1846 

(33) Fulgene Girard， Histoire democratique de la Revoluion de 1848， Paris， sans date 

p.13 
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以下は規約序文の抜粋である。

「この会社の構成員は，勤勉で正直に働く者，自分の労働で生活する者は，

多数が団結すれば自分たちでアソシアシオンを形成でき，これによって企

業家や資本家なしにやっていくことが可能であると考えた。

労働者のアソシアシオンはひとつの産業しか運営しなかったならその目

的を達成できないだろう。すべての労働者は兄弟であり，すべての産業は

連携している。この新しい会社は産業の連帯の実現を望んでいる。

〈団結した労働者〉は，自分たちの資金で自らの経営のもとに生産を開始

し，自己の製品を自ら販売する。また同時に原料・労働用具・仕事場を自

らの手にするために，雇用主・資本家という仲介者を廃止する。さらにア

ソシアシオンの発展にともない，消費者への製品の販売も商人の仲介なし

にすませることができるだろう。」

「社会的資本」は 100万フランとされ， 25フラン株を4万株発行する予定で

あった。また 25フラン株は2フラン単位での分割払いが可能とされた(規約

第6条・16条)。翌年の 11月には一株を 5フランとし 1フラン単位の分割払

いを可能とした(判。「会社」の運営は毎年総会で選出される運営評議会が担当

し(規約21条)，各株主はその持ち株数にかかわらず，総会では1票の権利

しかない (37条)。運営評議会は労働条件・製品の価格などを決定する。加盟

員にのみ労働の分配が保証される (30条)。この「会社」はあらゆる職種に生

産協同組合を組織し，その連合体の形成を目的とする(4条)。このために最

初の 2年間は利潤のすべてを資本(社会的資本)として蓄積し，その後は 5

分の 3を社会的資本の蓄積に当てる (20条)とした。

初代評議員は規約の立案者でもあり，これにはサン=シモン主義者も参加し

ているが，その規約に提示された生産協同組合の理念は，特定の社会主義思

想、に基づくものではない。引用冒頭の「勤勉で正直に働く者，自分の労働で

(34) La Fraternite， novembre 1846 

36-



フランス七月王政期の労働者生産協同組合運動

生活する者は」アソシアシオンの形成により「企業家や資本家なしにやって

いくことが可能であると考えた」という表現は，これまで検討してきた仕立

工や印刷工の発想と基本的に同質のものである。またこの協同組合の組織原

理は，先の仕立工や印刷工の組合のものと同一である。組合は株式合資会社

とする，株価は可能な限り低価格とする，総会での投票は持ち株数にかかわ

らず1票とする，などである。その上でこの組合は規約に見られるように，

すべての職種の生産協同組合の連合体を目指すという壮大な構想を掲げる一

方で，生産とともに流通の組織化をめざした。『ユニオン』紙はこの協同組合

を以下のような簡明な表現で街の労働者に紹介した。

「あらゆる職種の労働者を統合する〈統一産業会社〉は，単に労働を組織

するだけでなく，交換と消費の組織化を目的としている。このアソシアシ

オンは，原料を購入し，仕事場を建設し，製品の販売のための庖舗を設置

する。}35)

生産協同組合の建設は，日常消費財部門から始まった。「会社」の発足一年

後には，紳士服仕立工・製靴工・帽子工の 3つの職能の協同作業所が活動し

ている(問。この協同組合の実際の展開は，先に検討したJ.-B.クタンのアソ

シアシオン論を想起させる。クタンは「紳士服仕立業と靴製造がもっとも適

当であろう……これらの職能にはすばらしい利点がある。組合員は消費者で

もあるのだから，アソシアシオン自体によって多数の顧客が保証されるので

ある」と論じた。ただし彼は「統一産業会社」に直接関与しているわけでは

ない。労働者の聞で同ーの社会認識・社会改革の理念の拡がりが確認できる

一例である。

この組合の活動は様々な思想的傾向をもっ新聞の注目を引きつけた。サン

=シモン主義の影響が強い先の『ユニオン」紙は上記の引用をはじめ，その活

(35) L 'Union， juillet 1846. 

(36) La Fraternite， novembr巴1846

(37) L'Union， juillet 1846， nov巴mbre1846など

37-



北大文学部紀要

動状況の報告に多くの紙面をさいた(37)。ネオ・パブーフ主義的『フラテノレニ

テ』紙も同様である。彼らはこの運動について次のように評した。

「さまざまな職種の労働者が，正義と友愛の原則を信条とする人々が，企

業家の搾取から逃れて，今日まで資本の所有者が労働者の汗と引き替えに

天引きしてきた利潤を自らのものにするために団結した。このような試み

は確かに不完全なものだが，最大限の称賛に値する。これは過去の時代と

現在の時代とをはっきりと分けるものである。}38)

むすびにかえて

フランス七月王政期における労働者生産協同組合を分析対象とするにあた

り，本稿では特定の社会主義思想に基づき結成された組合ではなしまず仕

立工・印刷工などの職能集団が七月革命以降のストライキなど彼ら運動の進

展の過程で形成した協同組合について，その運動との関連で検討を加えてき

た。七月王政期にはビュッシェなど体系化された思想、の直接の影響による協

同組合の結成件数が少ない，という点のみがその理由ではない。それ以上に

19世紀前半のフランスにおける労働者生産協同組合は，特定の思想、を学ぶこ

とによって初めから確乎たる形態と方向性をもった運動として展開されたの

ではなく，賃金引き上げのためのストライキ運動などその時々の運動の進展

のなかで，徐々にその具体的なイメージを獲得していったからである。ここ

では最後に，これまでの本稿で取り上げた協同組合について，その形成の過

程を再確認するとともに，冒頭で提起した問題点を整理したい。

労働者の職能集団が初めて結成した生産協同組合は， 1833年の仕立工のア

トリエ・ナシオナル(国民作業所)であり，その当初の目的は，ストライキ

中の労働者の仕事の確保にあった。しかしストライキがパリ全体に拡大し，

社会的緊張が高まるなかで，この作業所は大きな反響を巻き起こし，個々の

(38) La Fraternite， octobre 1845.ちなみに『アトリエ』紙はこの協同組合に対して，資

本家・企業家・商人を一挙に廃止するのは不可能である，などと批判的な態度をとっ

た。 L'Atelier，octobre 1845. 
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労働条件の改善を目的にはじまったストライキ運動は，新たな展開を見せは

じめた。共和派の有力新聞は「彼らは働くことを拒否しただげでなく，雇用

主なしでやっていく方法を考えた。これは労働自身の営為による最初の労働

の解放である。」とこの運動のもつ新たな意味を指摘し，印刷工も「彼らは巨

大な仕事場を建設し，勇敢にも彼らのかつての雇用主と競争を始めた。一言

でいうと彼らは解放されたのだ」として，その意義を強調した。一方仕立工

も「アソシアシオンというメカニズムの下で，互いに平等な人間の聞で服を

作るのだ。まもなく人聞が人聞により搾取されることはなくなるだろう」と

労働者生産協同組合の目的を端的に表現した。この仕立工に続き，ストライ

キの渦中の印刷工・製靴工など他の職能集団が協同生産に着手した。 1833年

のアトリエ・ナシオナルは，フランスにおける労働者生産協同組合運動の最

初の指針となったと言ってよいだろう。

生産手段の共有のもとに労働者のみで協同生産を行うという労働者生産協

同組合の理念がはじめて提起されたのは，七月革命直後の『アルティザン』

紙によってであった。B.H.モス Mossは当紙のアソシアシオン論について，

その「単純な用語，不器用な表現」をみると r外部との協同作業の形跡はみ

とめられずー「この新しい意識は，七月革命以来の彼らの経験から直接出た

ものである」とした。この指摘は的を得ているが，問題はその「単純な用語」

「不器用な表現」とはなにを意味するかにある。それらの用語は体系立てられ

た論理ではなく，熟練手工業労働者が労働の場における日々の経験に依拠し，

この経験に基づく直観によって実現可能と考えた改革の理念を表現している

のである。しかし 1833年にはストライキによる社会的緊張が高まるなかで，

それまで直観によって語られてきた理念は，現実の運動体となった。ここに

は闘争のなかでの飛躍がある。この契機となったのが，仕立工の協同作業所

の建設であった。このとき「人聞による人間の搾取の廃止」というサン=シモ

ン主義の標語も，彼らの社会的願望をもっとも簡明に表現する用語として労

働者のなかに定着したと考える。

1840年代には，株式合資会社という新たな組織形態が考え出された。これ

は結社法による組織活動への厳しい規制のもとで，合法性を獲得するためで
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ある。ただし「会社」といつでもあくまでも生産手段の共有と平等の原則の

もとに，株主となった労働者が協同生産を行うことが目的である。このため

に i会社」の資本を「社会的資本」と規定したうえで，一株は可能な限り低

価格とし，また最高意思決定機関であるである総会での投票権は持ち株数に

関わらず一票とした。本稿では具体的事例として紳士服仕立工と活版印刷工

の協同組合を検討の対象としたが，そのさいに問題としたのは以上のような

協同組合の組織形態の解明とともに，労働条件の改善，あるいは労働者の解

放の達成のためには，生産協同組合こそが不可欠であり，またその実現は可

能であると彼らが考えた根拠はどこにあるかという点であった。それは一言

でいえば，既存の経済の枠組みのなかでの労働・資本・企業家などに関する

彼らの認識，および自らの経済能力に関する自覚に基づくものであった。か

れらの言葉に即して要約するなら i労働者はすべてを創造し，生産するが，

いかなる権利もない」一方 i資本はなにも生み出さない，ゆえになんらの権

利もなしユ」。にもかかわらず「富が増大するにつれて労働者の貧困・惨状が拡

大する」。この「堪えがたい」社会現実を克服するためには「企業家を廃止す

ることによって，労働者が自らの労働の所有権をもっ」ことが不可欠である，

とする。このような社会意識は，先に触れた熟練工としての職場での経験的

認識に基づく直観を起点としながらも，自己の労働を経済社会のなかで捉え

なおし，労働の価値，労働と労働者の社会での実際のあり方などを再認識し

た結果生れたものである。これが彼らの社会批判の基底にある。そのうえで，

われわれの労働・技能が製品の価値を生み出すのであり，また生産工程は事

実上われわれがが統御している。それゆえ，資本さえ調達できれば「雇用主

なしでJ，i平等な人間の聞で」生産活動を展開することは可能で、ある，とす

る。労働者生産協同組合の理念が，熟練手工業労働者の聞に浸透していった

基本的要因は，彼らの以上ような社会意識と自己意識にあると考えられる。

次に七月王政末期に結成された労働者の統一組織について振り返る。これ

までの検討によれば，七月王政末期のパリにはふたつの統一組織が存在した

ことになる。ひとつは職能別組織の代表者の中央委員会であった。この委員

会結成のイニシアチブをとった「活版印刷工協会」の議長のs.パルマンティ
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エは， 1848年の二月革命期の「セーヌ県労働者代表中央委員会」においても

主導的役割を果たすことになる。もうひとつは「統一産業会社」であった。

この「会社」は，あらゆる職種にわたる生産協同組合の連合体を形成すると

いう新たな構想を提起し，まず消費財生産部門である紳士服仕立業・靴製造・

帽子製造の協同生産にとりかかった。先のJ.-B.クタンの指摘の通り，この

部門がもっとも実現可能と思えたからであろう。この構想は二月革命期の「連

合コルポラシオン協会」において再現されることになるが，いまここで確認

すべきは以下の2点である。第一に I統一産業会社」は， 1840年代の職能別

協同組合の組織原則を継承したうえで，新たにその連合体を目指したもので

あり，また規約に表明された協同生産の理念は特定の社会主義思想、に基づく

ものではなく，うえにまとめたような手工業熟練労働者の労働観・社会観か

ら生まれたものであった。しかし一方でこの運動は純粋に「労働者の世界」

から自生したものではない。これが第二点である。協同組合の連合体の結成

に当たり，政治的党派が重要な役割を果たしていたのである。しかもここに

はサン=シモン派などの社会主義者とともに「人権協会」系の共和主義者やプ

ランキ派も参加していた。二月革命前夜にいたり，七月王政期のフランスの

労働運動と政治運動の中心であったパリとリヨンで、は，それまでのさまざま

な運動の指導者たちが，多様な政治信条を抱えたままで一大政治潮流を形成

していたのであり，ここに労働者の生産協同組合運動が合流したのである。

これは今日までの二月革命史研究において触れられなかった点である。

最後に今後の課題に関連して，労働者生産協同組合運動と共和主義・社会

主義思想、との関係について簡単に触れたい。 B.H.モスは，生産協同組合の

理念の普及に関し共和主義者の役割を強調したが，本稿の「統一産業会社」

の事例に見られる通り，とくに七月王政末期において，共和主義者は生産協

同組合という社会主義的な運動に積極的に関与していた。「統一産業会社」は

共和派の単なる政治的隠れ蓑ではなく，生産協同組合の推進はこの時期の共

和主義者の社会政策の重要な一環だ、ったように思われるが，この点に関する

本稿の検証は不充分に終った。また社会主義思想、に関しても，サン=シモン主

義者やyレイニプランなどの理論と，労働者がさまざまな機会に表明した協同生
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産の理念との比較検討を今回は試みることはできなかった。この作業は労働

者生産協同組合運動を整理するうえで欠かせない点であろう。七月王政期の

共和主義思想、と社会主義思想については，労働者の運動との具体的な関わり

を通して改めて検証しなおしたいと思う。
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